
をより良くするサービスをお届けしようとする取り組みです」と説明する。
　「より、そう、ちから。＋ONe」の主要サービスである「よりそうｅねっと」
は、2016年4月の電力小売り全面自由化とともに公開された。会員登録
することで専用のマイページにおいて毎月の電気使用量や料金などを
確認できるほか、引っ越しなどの各種契約手続き、利用者のライフスタイ
ルに最適な料金プランのシミュレーションを利用できるWebサービス
だ。2018年10月にはスマートフォンアプリの提供もスタートし、2018年
11月には50万会員に到達している。

　東北電力株式会社は、1951年の設立以来、「東北の繁栄なくして当社の
発展なし」との基本的な考え方のもと、豊かな暮らしに不可欠な電気を
地域に届け、地域とともに成長してきた。東北電力株式会社 発電・販売
カンパニー 営業部 営業システムグループ 主査の類家 純嗣氏は、「地域や
市場の垣根を越えた競争がますます激しくなることに加え、再生可能
エネルギーの導入量拡大や地域人口の減少など、“需要構造”と“業界構造”
の2つの変化に即した対応が事業者として求められています。当社では
2015年10月に“より、そう、ちから。”のコーポレートスローガンを掲げ、
お客さま一人ひとりのライフスタイルやニーズに“より沿う”、地域社会の
成長にしっかりと"寄り添う"さまざまなサービスを提供しています」と語る。
　そうした新しいサービス展開の一つが、暮らしのトータルサービス「より、
そう、ちから。＋ONe（プラスワン）」だ。類家氏は、「ライフスタイルの
多様化が進む中で、当社が電気に加え“プラスワン”で、お客さまの暮らし

導入の背景

お客さまの暮らしを幅広くサポートする電力事業者

東北電力株式会社 様

事例カタログ デジタルマーケティングソリューション 導入事例

Web基盤の高度化にマーケティング機能統合型CMSを導入、
顧客に「よりそう」プラットフォームの強化を短期間で実現

東北電力株式会社
発電・販売カンパニー
営業部 営業システムグループ 主査
類家 純嗣 氏

東北電力株式会社
発電・販売カンパニー
営業部 営業システムグループ
横山 聖矢 氏

東北電力株式会社では、顧客とのコミュニケーション促進とエンゲージメント強化を目的とした会員制Webサービス「よりそうｅねっと」
の高度化プロジェクトを推進。Web基盤の中核となる動的CMSに「FUJITSU Business Application Sitecore Experience Platform」を
導入し、性能の向上やメンテナンス性の改善など従来の課題を短期間で解決した。

商品名 マーケティング機能統合型WebCMS 「FUJITSU Business Application Sitecore Experience Platform」

課　題 効　果
■ Webプラットフォームの性能やメンテナンス利便性を向上
したい

■Web編集を自社で、且つシステム無停止で行えるため、性能や
メンテナンス性が向上。サイト更新期間やコストも大幅に削減

■ 「よりそうeねっと」の顧客接点としての重要性が増す中で、
Webサービスの安定運用に向けたシステム対応が急務に

■良質な信頼関係とコミュニケーションの構築により手戻りなく
高度化プロジェクトを推進でき、短納期でプロジェクトを完了

■サービスやシステムを常に進化させていくために、継続的に
ともに開発を続けていけるパートナーが必要

■ PJ完了後も、インフラ運用やデジタルマーケティングに知見の
ある富士通メンバーが支援。システムの永続的な発展が可能に

経緯

短納期、長く続くパートナーシップを重視して富士通を採用

お客様プロフィール

東北電力株式会社

所 在 地
代 表 者
設 立
資 本 金
社 員 数
事 業 内 容

ホームページ

仙台市青葉区本町一丁目7番1号　
取締役社長　原田 宏哉
1951年5月1日
2,514億円
12,316名
東北6県（青森県、岩手県、秋田県、宮城県、山形県、福島県）および新潟県他への
電力供給を中核に、地域とともに歩む複合エネルギーサービス事業を展開
http://www.tohoku-epco.co.jp/

　「よりそうｅねっと」は、東北電力にとって顧客とのコミュニケーション促進
とエンゲージメント強化を目的としたWebマーケティング基盤としての

http://www.fujitsu.com/jp/sitecorecms/
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事例カタログ デジタルマーケティングソリューション 導入事例

　2017年7月、高度化対応が完了した「よりそうｅねっと」の本稼働が
スタートした。類家氏は、「従来の課題を確実に解決しています。性能面も
向上しており、大きな問題もなく安定稼働できています」と笑みを浮かべる。
　運用に入って以降、Sitecoreの「見たまま編集機能」によるメンテナンス性
のメリットを、「SEが作業しなければならない範囲が少ないため迅速な
対応が可能ですし、コストメリットもあります」と横山氏は高く評価する。
更新期間は大幅に短縮され、委託のコストも不要となっている。また
サーバーを止めずに更新できることもこれまでにはないメリットだという。
　富士通株式会社 社会インフラビジネスグループ 第二システム事業本部 
第四システム事業部 シニアマネージャーの三友 洋一は、「見たまま編集
機能は各ユーザーが編集できる範囲をあらかじめ設定できますので、
具体的な業務運用を想定して、編集可能範囲などを東北電力様と話し
合いながら開発を行いました」と話す。
セキュリティ面についても、今回の高度化により新たな認証などが
導入されており、しっかりと強化を
実現している。
　2018年10月にはスマートフォン
アプリ版の「よりそうｅねっと」も
提供をスタート。利用者も順調に
増えているという。東北電力では
これからも、Webマーケティング
基盤として「よりそうｅねっと」の
開発・活用を継続していく。
　今後について横山氏は「Sitecore
の活用をさらに進め、来訪者の分析
なども行い、より一層お客さまに
便利にご利用いただけるサービス
にしていきたいと思います」、類家氏
は「お客さまの生活によりそった
サービスを提供していくためには、
お客さまを知らなくてはなりま
せん。データ活用なども行い、
適切なマーケティングをして、お客
さまに普段使いしていただける
サイトにしていきたいと考えてい
ます。富士通とはこれからも一緒に、
“よりそうｅねっと”をさらに発展
させていく施策やサービスを考えて
いければと思います」と語った。

効果と今後の展望

メンテナンス性が大幅に向上、更新期間の短縮とコスト削減も

　2016年7月から「よりそうeねっと」高度化プロジェクトの開発が
スタート。東北電力では今回、12ヶ月という短期間で開発を完了。富士通
株式会社 社会インフラビジネスグループ 第二システム事業本部 第四
システム事業部の藤本 泰弘は次のように振り返る。「リビルドにより現行
踏襲すべき仕様と高度化として改善すべき仕様とを見極める上で、東北
電力様は“本来こうあるべき”という業務継続性を踏まえた判断基準を
しっかりとお持ちで、何が正しいといった解をすぐに出していただけました
ので、速やかに仕様を決めていくことができました」。
　藤本の言葉を受け、東北電力株式会社 発電・販売カンパニー 営業部 
営業システムグループの横山 聖矢氏は、「現行のサイトを運用しつつ、
高度化に取り組みましたので、当初は悩むところもありましたが、富士通には
仕様決めの優先度と的確な判断をする上で必要な情報を提供いただき、
また真摯に対応してくれましたので、安心して開発を続けられました」と話す。
　類家氏も、「システム開発は“人”の部分が大きいと私は考えています。

富士通株式会社
社会インフラビジネスグループ
第二システム事業本部
第四システム事業部 シニアマネージャー
三友 洋一

2019年3月

富士通株式会社
社会インフラビジネスグループ
第二システム事業本部
第四システム事業部
藤本 泰弘

ポイント

信頼関係と密なコミュニケーションにより短期間での構築を成功

12ヶ月という短期間で高度化を完遂できたのは、富士通のSEがエネルギー
業界の業務知見を有しており、基幹システムとの連携構築がスムーズで
あったことや、大規模システムの構築経験が豊富な人員を擁していること
といった人材面に加え、私たちと富士通がしっかりとコミュニケーションを
とって、お互いに良い信頼関係が築けたことも要因の一つになっていると
思います。これにより情報伝達のスピードと確実性が大幅に上がり、その
結果スピーディな開発が可能になったのだと思います」と分析する。

■スマートフォンアプリ版
「よりそうｅねっと」

お問い合わせ先

富士通コンタクトライン（総合窓口）　0120-933-200
受付時間 9:00 ～ 17:30（土・日・祝日・当社指定の休業日を除く）
富士通株式会社 〒105-7123 東京都港区東新橋1-5-2 汐留シティセンター

http://www.fujitsu.com/jp/sitecorecms

役割を担っているが、以前はいくつかの課題があったという。
　「お客さまとの接点としての重要性が増していく中で、プラットフォーム
としての性能面や、メンテナンス性に課題がありました。また、さらなる
セキュリティ強化も実施していく必要を感じていました」と類家氏。更新や
修正を実施しようとしても時間やコストが必要で、将来のサービス拡大や
会員数増加に対応していくことが難しいと感じていた。
　そこで、これら課題を解決する仕組みを構築すべく、「よりそうeねっと」
の高度化プロジェクトがスタート。複数のベンダーの提案から東北電力が
採用したのが富士通である。富士通の提案は、Web基盤の中核となる動的
CMS（Content Management System：コンテンツ管理システム）に、
マーケティング機能統合型の「FUJITSU Business Application Sitecore 
Experience Platform（以下、Sitecore）」を導入し、基幹システムなどとの
連携を強化するというものだ。Sitecoreは、多機能かつ使いやすいWeb
コンテンツ管理機能とマーケティング機能を一元化し、カスタマーエン
ゲージメントに重点をおいた拡張性の高いプラットフォームだ。
　採用理由について類家氏は、「安定運用に向けてシステム対応を急ぐ
必要があったため、12ヶ月という短期間での開発も要件としていました。
富士通なら、当社でのシステム開発の実績があり、業務内容やルールも
すでに理解していますので、短期間での開発が可能だと判断しました」と
語る。加えて、「高度化対応以降も、良質なパートナーシップを築き、長く
開発を一緒に進めていける企業であると感じました」と類家氏は強調する。
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